
  

 

 

 

 

 

 

 

 
講師 坂本 龍太朗 さん（千曲市育ち） 

（ワルシャワ日本語学校 教頭） 

演題 「ウクライナから考える平和のあり方」 

     （オンライン講演） 

日時 令和５年 ６月１６日（金） 

（千曲市役所３01会議室） 

参加者数  １１3名 

 

 

【参加された皆様の感想から】 

・現地での状況を知り、何か支援ができればと思います。情報番組等で知るウクライナと坂本さんが話

してくれた内容等を比較するとほんの一部しか我々は知らない状況であり、このようなセミナーが重

要であることを認識した。 

・「夢を追うため」「教育があることの大切さ」を話していました。日本では当たり前の日常がウクライナ

では当たり前ではない現実を知り、考えさせられました。ニュースではわからない情報でした。 

・すべての人、誰もが大切にされることの尊さを実践されていることに感銘させられました。私達も自

分の周りの人の幸せを願える人になりたいと思います。優しい千曲市になってほしいと思います。 

 

 

                                         
2023年８月１０日 

第２号  発行 千曲市人権ふれあいセンター（TEL026－２７３－３６９３） 

【概要】 

１ ポーランドでの避難所運営 

２ ポーランドでの避難民受け入れ 

３ ウクライナへの物資搬入 

４ ウクライナでの避難所支援 

５ 子どもたちへの就学支援 

６ 運搬手段の確保 

７ 日本での活動 

〇質疑から 

  Q 坂本さんの楽しみは？ 

  A ウクライナから届く写真。命が助かった。ウクライナの子どもたちが日本を知ってくれるこ

と。ウクライナの支援を通して親日へつなげていきたい。 

 



 

「第２回ふれあいセミナー」 

 

 
講師  中村 春彦 さん（千曲市在住） 

（戸倉児童館 館長） 
 

演題  「お茶の間から人権を考える」 
 

日時  令和５年 ７月１３日（木） 
（千曲市人権ふれあいセンター） 

 

参加者数  ４７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加された皆様の感想から】 

・心の「ものさし」大切な言葉でした。 

・中村先生の話は、 分かりやすくうまいと思います。日常に潜む我々の同調圧力の弱さ、いつ

まで続くのか。部落差別、粘り強く世間に差別の不当性、差別と戦う人々のたくましさを伝え

続けなければいけないと思います。 

・同和問題について再認識する機会になりました。 

・久しぶりの同和問題、忘れていたことが思い出され、大変勉強になりました。 

・身近なものの名前から問題意識を掘り起こしたりしたのがわかり易かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【概要】 

１ お茶の間にありそうな人権について考える 

（色鉛筆・クレヨン、DVD、カレンダー、ものさしを例に） 

２ 六曜と部落差別について 

３ 「部落差別の解消の推進に関する法律」について 

４ 「部落差別」を学習するにあたって 



  

 
  「NPO法人千曲国際交流協会」が主体となり、当センターを会場に、月2回外国から千曲

市に来られた皆さんを対象に日本語教室（指導者登録12名）を実施しております。 

これまで、様々な国の皆さんが日本の生活に馴染めるように、交流会を行ってきました。

今年度は、「千曲市原体験の森宿泊研修施設 大池自然の家」でバーベキューを通して親交

を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語教室開校式 R5.4.9】                      【日本語教室交流会（バーベキュー） R5.7.9】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語教室交流会（マレットゴルフ） R5.7.9】                  【日本語教室交流会（記念写真） R5.7.9】 

 

 
当センターでは、主催講座として、今年度も講師に滝沢公子様をお迎えし、「つるし飾り」を

作ろう会を実施しました。市報等で募集をしましたが、あっという間に定員となり、今回はお

断りしなければならない状況となりました。主催する側としましては、大変心苦しい思いでし

たが、参加された皆様は、1時間半とても熱心に制作活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「第３回ふれあいセミナー・第2回男女共同参画セミナー」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加された皆様の感想から】 

・千曲市の小中学生のデータを元にお話ししてくださったことが、これからの生活に生か

せると思いました。SNS・スマホ・タブレットに限らず、便利なものを活かしながら、

コントロールできるような、自分で選択できる子どもの育成が大切だと思いました。そ

のためには、「子どもだから…」ではなく、メリット・デメリットをちゃんと子どもも

大人も理解させたいです。 

・子どもたちのネットへの依存度が、私が今まで思っていたより高いことがわかりました。

自分が知らない世界に今の子どもたちが大きな危険にさらされていることに恐ろしさを

感じます。今、私にもできることとして「○○しよう」と話したり、子どもたちと一緒

に何かできる活動をみつけたりと、意識的に行っていきたいと思います。 

 

 
演題 「子どもがスマホを持つとき 大人や家族がすべき 
     こと ～ネットいじめや人権侵害・性被害を防ぐ 

ために～」 
              講師 松島 恒志 さん（子どもとメディア信州 代表） 

日時 令和５年 ８月 ２日（水）  
※千曲市役所３０１会議室（参加者数  ８３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【概要】 

１ 「子どもの情報端末とのかかわりに関するアンケート」から 

  （千曲市の小中学生のデータとの比較も含めて） 

２ ネット被害の事例から 

３ ネットいじめの事例から（オンラインゲームのトラブル等） 

４ 「子どものスマホ、ネット時代」の親（大人）の役割について 

５ 動画によるまとめ 


